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　印刷文字を並べることを「文字を組む」と
いいます。これは金属活字を並べて枠にはめ
込むところからきている言葉です。では、活字
を並べるために必要な要素とは何でしょう。
　文字を並べるということは、文字そのものを
どうにかするというより、文字と文字や行と行

の関係をつくっていく作業です。また、使用
書体など、文字を並べる前段階として決めて
おかなければならないこともいくつかあります。
　そういったことから考えていくと、おもな要素
として、「書体選択」「文字サイズ」「組方向」
「行長」「字間」「行間」が挙げられます。
［書体選択］
　明朝体は読みやすく本文書体に適している、
とはよく言われることです。では、なぜ読みや
すいのでしょうか？まだ印刷技術が不安定だっ
た時代には、文字が太ったり、かすれたりす

ることはよくあることでした。縦画が太く横画が
細い明朝体は、太っても黒と々ならず、かす
れて横画が飛んでも終筆部のうろこ（漢字「 
」などの右端についている▲の部分）がおさ
えとなって、可読性を高めていました。そういっ
た印刷技術の問題は大きな理由のひとつでしょ
う。しかし、今ではさほど心配しなくても良い
ことのように思えます。
　それと関係あるのかどうか、最近ではゴシッ
ク体を本文に使うデザイナーが増えてきました。

また、明朝よりゴシックのほうが読みやすいと
いう人も少なからずいるようです。これも、技
術の話と分かちがたく、エッジが立つデジタルフォ

ントが印刷文字の主流になってきたことと無関
係ではないでしょう。
　印刷文字を並べることを「文字を組む」と
いいます。これは金属活字を並べて枠にはめ
込むところからきている言葉です。では、活字
を並べるために必要な要素とは何でしょう。
　文字を並べるということは、文字そのものを
どうにかするというより、文字と文字や行と行
の関係をつくっていく作業です。また、使用
書体など、文字を並べる前段階として決めて
おかなければならないこともいくつかあります。
　そういったことから考えていくと、おもな要素

私 た ち の ミ ッ シ ョ ン

第76回日本循環器学会学術集会「愛と情熱─アジアから世界へ─」開催を通して、
診療・教育・研究の更なる充実に協力していきます。

九州　 大学 循環器内科の連携
日本循環器学会九州支部

全国から、約18,000人。
アジアの循環器学発展の為に

Asian - Pacifi c Congress on 
Doppler and Echocardiography
第16回学術集会の同時開催

東南アジア諸国12カ国の
若手医師による症例発表

Asian Joint Case-Conference

久山町研究50周年
記念シンポジウムの開催

市民にもっと心臓について
知ってもらう為に

第76回

日本循環器学会学術集会愛と情熱
会期│2012年 3/16金～18日

─アジアから世界へ─
Love and Passion─from Asia to the World─

会場│福岡国際会議場・福岡サンパレス・マリンメッセ福岡・福岡国際センター
会長│鄭 忠和　鹿児島大学大学院 循環器・呼吸器・代謝内科学

第76回 日本循環器学会学術集会　市民公開講座

命の大切さを考える 禁煙推進と心配蘇生法 
［ コール アンド プッシュ ］

あなたの手で救える命があります！
心臓病の基礎知識や禁煙の重要さを学び、救急医療につなぐまでの救急処
置を身につけます。私たち自身の手で命が救えることを実感しましょう！
Windyによるグループサウンズ・ベンチャーズ・フォークソング・オールデイ
ズ等1960～70年代の懐かしい音楽とトークも必見です。

2012年3月17日土 14:00～17:30
エルガーラ大ホール 福岡市中央区天神1-4-2

日　時

場　所 定　員 650名

参加
無料

「命の大切さとグループサウ
ンズをテーマに歌と演奏」

Wind y公演 禁煙市民公開講座 心肺蘇生法市民公開講座

司会／松原 弘明 先生（京都府立医科大学 循環器内科）
　　　檜垣 實男先生（愛媛大学 病態情報内科学）

講演１ 「タバコの害と様々な禁煙対策」
　　　飯田 真美先生（岐阜県総合医療センター 内科）

講演２ 「スワンスワンで禁煙を楽しく」
　　　高橋 裕子先生（奈良女子大学保健管理センター）

◎禁煙体操／森山 暎子先生（スタディオパラディソ）

司会／松尾 邦浩先生（福岡大学病院 救命救急センター）

講演 「知ってて良かった！誰にでもできる コール・アンド・プッシュ」
　　　平井 信孝先生（熊本地域医療センター 循環器内科）

◎コールアンドプッシュ体操／森山 暎子先生（スタディオパラディソ）
◎AEDを含む
　簡易心肺蘇生法講習

主催／社団法人日本循環器学会　　後援／福岡大学エクステンションセンター　福岡大学　魅力ある学士課程教育支援「命の大切さを実践する」　福岡市

◎お申し込み・お問い合わせ

福岡大学医学部 心臓・血管内科学
〒814-0180 福岡市城南区七隈7-45-1

電話もしくはFAXでお申し込みください。FAX
でお申し込みの場合は、氏名・性別・生年月日・
年齢・住所・電話番号を明記してください。

TEL.092-801-1011
FAX.092-865-2692

［内線3366］受付時間 9:00～17:00※土曜日 9:00～13:00　日祝日は休み
ご提供いただきました個人情報は、本学個人情報保護規程により適切かつ厳重に管理いたします。
また、これらは講座の企画、管理、運営ならびに講座開講等本学からのご案内に利用することがあります。

参加者に
すわん君携帯ストラップ

プレゼント！

鄭 忠和教授

総合司会
福岡大学病院
ハートセンター

内科教授
朔 啓二郎先生

外科教授
田代 忠先生

開演前にビデオ放映があります。できるだけ早く会場に入場してください。


